


























「学問の 、明明徳一句に説盡せり」 （ 「大学啓註」



















































集二、 一九～二〇頁、 「大学啓註」 ）
　






とし生る人、いかなる田夫野人・愚痴不肖」でも備え持っているもので、決して滅し晦ますことのできないものである。そ てこの不滅不昧の慈愛の心、誰もが「當下現在」に認識す ことのできるこの慈愛の心 そ「明徳」であり、その心を発揮す ことが「明明徳」である。さらにその慈愛の心は、親や子にとどま まるものではない。まず最も身近な存在である親や子を出発点としてそれを君臣、夫婦、長幼、朋友へとおし広げ さらには万人へと及ぼしていかなければない し れが広義の「親民」である。
【一―五】何事もみな父母の恩ならざるはなし。父母の恩は広大無類にして、恩の大根本なり。しかるゆへに、
父母を愛敬


















と名づく。一身をもつていへば、 耳目の聡明、 四肢の恭重、 行住坐臥の法則、
二〇一
中江藤樹の「明明徳」について












繁に使用する言葉である。そしてこの「愛敬」には、本末・順序があるという。父母への愛敬が大根本であり、まず何よりも優先されなければならない。そしてこの大根本である父母への愛敬の心をおし広めて他人へと及ぼしていく。この順序が重要であり、これが自然な流れであり、故に「順徳」 （ 『孝経』 ）と呼ばれる。そしてこれは儒教でいう所の「差等愛」であ 。この自然な順序に逆らい、 父母を敬愛せずして他人ばかり敬愛することは「悖徳」 （ 『孝経』 ）であり、このような人は「真実の人」ではなく、 「必ず終に神明の罰にあたるも 」として藤樹は大変手厳しく戒めている。　
また愛敬の心は、その向けられる対象によって「忠 「仁」 「慈」 「悌」 「恵」 「順」 「和」 「信」と名称は変わるが、







の感通を手近く名づけていへば、愛敬の二字につゞまれり。 （全集三、 六四頁、 「翁問答」 ）
【一―八】孝徳
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うふを、儒者の学問と云也。 （全集三 七四～七五頁、 「翁問答」 ）
　
ここに「孝徳」 「孝行」という言葉が出てきたが、 これは「孝徳＝明徳」 「孝行＝明明徳」と置き換えることができる。









そして、 「明徳を明らかにするのが孝行の本意にて候」とあるように、 「孝（孝行） 」とは、明徳（孝徳） 、つまり愛







かし、 藤樹はまた様々な形で「明明徳」について説明する。本章 は、 「誠意」 「格物」という面から、 藤樹の説く、 「明明徳」の工夫について考察してみたい。
「誠意」について
　









































也」に出てくる言葉で、 「適は好む所を云」 「莫は悪む所を云」 （ 「論語解」 ）と藤樹は説明している。これらは全













ず。 （全集二、 一四～一五頁、 「大学考」 ）
　
ここでは「意」が本心の内に「伏蔵」しており、 この「意の伏蔵」からあらゆる悪念が起発してくると藤樹は説明する。
まさに「意とは、万欲百悪の淵源なり」 （ 「大学考」 ） 「万欲、意に生ずる」 （ 「大学解」 ）なのである。そしてこの諸悪の根源である「意の伏蔵」を省察して取 除いていく工夫が「誠意（意を誠 す） 」である。朱子や王陽明 ように、「意とは、心の発する所なり と解釈 、已に発してしまった所で悪念を除去しようとすることは、草を除く に茎だけを って根を抜かないようなものであり 「端本澄源」の工夫とは言えないのである
八。そしてこのように「意」

























































明徳」というだけでは、空中に物を掛けるようなものであり（懸空） 、何のとっかかりもなく工夫の施しようがない。よって「五事の邪正に因て心徳の純駁 攷へ、心上の垢塵を琢磨する」 （ 「大学解」 ）とあるように、五事をとっかかりとして、五事の邪正を通し 心上の塵垢を琢磨し除去していくのである。そして「五事の邪正」を判断するのは、「良知の鏡を以
000000
五事の是非を照察し」とあるように、自己の良知（明徳、本心）である。つまり、良知（明徳、本心）

















誠なり」 （ 「大学考」 ）というように、五事を正すこと（格物）によっ
て心に伏蔵する 「意 （意念） 」 は自然に
000





































































































日月と其の明を合わせ、四時と其 序を合わせ 鬼神と其の吉凶を合わせ」 （ 『易経』文言伝） 四表 光被し上下に格る」 （ 『書経』 尭典） と述べている。藤樹の 「明徳」 ついての発言にはこのような表現が非常に多くみられる。例えば、


































きらめ、たてたる身をもつて 人倫にまじはり、万事に応ずるを、道をおこなふといふ。かくのごとく身をたて、道をおこなふを、孝行の綱領とす。 （全集三、 六七～六八頁、 「翁問答」 ）【三―九】我身にそなはるものは、心も性も身体も毛髪も、皆親の心性
00
・身体・毛髪を受たるものなれば、身体髪膚も本わ







































































































テキストは 『藤樹先生全集』 （岩波書店、 昭和十五年増訂） を使用した。以下、 ここからの引用については、 引用文の最後に、 全集の巻数、頁数、書名を記す。
　









天子・諸侯の位を世間の宝と云、天下第二の宝なり。 （全集三 四〇六頁、 「鑑草」 ）
四
　　
孝行といふは舅姑によくつかふるのみ あらず、貪瞋痴の三どくをのぞきす 、慈悲柔和の心を明らかにし、節を守り子にをしへ、奴になさけふかく、すぎはひの せぎをつとめ、かりそめに いつはりをいはず、無道をはたらかざるにいたるまでも皆孝行なり。（全集三、 三四四頁、 「鑑草」 ）
五
　　
藤樹の 「誠意」 説については、 吉田公平 「中江藤樹と陽明学―誠意説をめぐって―」 （ 『日本における陽 学』 ぺりかん社、 一九九九年）にまとめられており、本稿を執筆する上で参考にさせていただいた。
六
　　

























あるべきにや。 （全集二、 一四～一五頁、 「大学考」 ）
九
　　








、……」 （全集三、 二二九頁、 「翁問答」 ） 「本体を以論ずるときは、定静安皆一貫にして差別なしと
いへとも、工夫を以云ときは入徳の次第得る所の生熟必其序あり
000000000000000000000000










なる故に中和に至ると云」 （全集二、 六七頁、 「中庸解」 ） とある。
一二






道教については、 例えば、 三十三歳の時に『性理会通』を読んで、 その中に収録されていた唐枢『礼元剰語』に感激し、 その後、 太乙（大乙、太一）神を祭るようになったことが記されてい 。また善書の影響も非常に大きく そ 「福善禍淫」思想は藤樹の生涯にわたって見られる。最晩年に書かれた『鏡草』はそ 代表である。また、日本の神道については、 「日本の神道の礼法に、儒道祭祀の礼にあひかなひたることあり。その上、三社の神託 意義 儒者の神明につかふまつる心もち よくかなひぬれば、本朝は后稷の裔なりといへる説まことに意義あること り。さて 明につかふまつるには その位々 おき 作法あれば、そ 国の風俗を本とし天秩の祭祀の礼に考あわせて、よく斎戒して信仰すべき事
　
誠に第一なり」 （全集三、 二四七～二四八頁、 「翁問答」 ）と言い、
三十四歳の時に自ら伊勢神宮を参拝してい 。
